
日付 補助金 変動幅 変動幅
7/1 6.0 -12.0 -12.0

7/2～7/8 4.8 -1.0 -1.0
7/9～7/15 2.8 -2.0 -2.0
7/16～7/22 7.5 +5.0 +5.0
7/23～7/29 16.9 +9.5 +9.5
7/30～7/31 28.2 +11.0 +11.0

【単位：円/ＫＬ】
0.5HPP

2026年4-6月Ｃ重油決定価格 129,290 135,890 【 129,290(メニュー）+  6,600(プレミアム）】
2026年7-9月Ｃ重油仮価格 118,880 124,080 【 118,880(メニュー）+  5,200(プレミアム）】
2026年7-9月Ｃ重油決定価格
決定価格 前期比

【単位：円/ＫＬ】
適合C重油 Ａ重油 　 ＜1ヶ月価格見通し＞ （単位：US/ｂｂｌ）

2026年4-6月決定価格 141,290 157,700 Brent WTI
2026年7-9月仮価格 129,480 Ｈｉｇｈ 93 79
2026年7-9月決定価格 Average 82 78
決定価格 前期比 Low 75 71

9桁速報 原油ＣＩＦ価格 通関CIF 為替レート 原油ＣＩＦ価格 ＜3ヶ月価格見通し＞
円／ｋｌ ドル／ｂｂｌ 円／ドル 前月比 Brent WTI

26/6 9桁速報 117,684 117.18 159.67 3,608 Ｈｉｇｈ 95 92
26/7 最終予測 102,849 101.09 161.75 -14,835 Average 80 77
26/8 展望 83,735 83.20 160.00 -19,114 Low 74 71
26/9 展望 84,005 84.53 158.00 270

【 8月

1.中長期的な需給緩和傾向
ホルムズ海峡の物流正常化やOPECプラスの増産が進む一方、中国を中心とする世界的な需要減速が見込まれており、中長期的には原油市場の需給緩和圧力が残る見通しで
す。

2.短期的な地政学リスクと価格推移
米・イラン関係の不透明感や低水準の在庫が短期的な下支え要因となります。当面は地政学リスクへの警戒感から82ドル近辺まで一時的に上昇する可能性があるものの、3か月
程度で80ドル前後へ落ち着くと予想されます。

3.地政学・景気動向による上下振れリスク
軍事衝突の再拡大や供給途絶が発生した場合は90～110ドルまで上昇する一方、停戦の定着や供給過剰懸念が強まった場合は70～75ドルまで下落するシナリオも想定されてい
ます。
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